
二
月
二
十
日
、
南
丹
市
役
所
で

「
第
一
回
南
丹
市
国
民
保
護
協
議

会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

会
議
に
は
、
国
や
京
都
府
、
消

防
、
警
察
、
各
教
育
機
関
、
各
公

共
機
関
、
市
役
所
な
ど
二
十
一
団

体
か
ら
三
十
三
人
が
出
席
し
ま
し

た
。会

議
で
は
、
佐
々
木
稔
納
市
長

が
「
安
心
・
安
全
の
ま
ち
を
実
現

す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
有
事
の
際
に
各
関
連
機

関
と
連
携
し
市
民
の
生
命
、
身
体

お
よ
び
財
産
を
保
護
す
る
「
南
丹

市
国
民
保
護
計
画
」
が
検
討
さ
れ
、

策
定
さ
れ
ま
す
。

一
月
二
十
一
日
、
園
部
町
船
阪

の
九
品
寺
で
、
園
部
消
防
署
を
は

じ
め
、
地
元
消
防
協
力
隊
や
神
社

の
関
係
者
に
よ
る
、
裏
山
か
ら
の

火
災
を
想
定
し
た
文
化
財
防
火
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

発
煙
機
に
よ
る
煙
で
緊
張
感
が

広
が
る
中
、
地
元
消
防
協
力
隊
が

消
火
器
に
よ
る
初
期
消
火
訓
練
を

行
い
、
通
報
を
受
け
て
駆
け
つ
け

た
消
防
署
員
が
、
山
林
に
向
か
っ

て
勢
い
よ
く
放
水
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。

ま
た
、
日
吉
地
域
、
八
木
地
域
、

美
山
地
域
で
も
訓
練
が
行
わ
れ
、

大
切
な
財
産
を
守
る
意
識
を
高
め

ま
し
た
。

安
全
な
道
路
交
通
網
の
整
備
を
進

め
る
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
人
ひ
と
り
が
安
全
で

快
適
な
交
通
社
会
を
築
く
一
員
と

し
て
、
交
通
安
全
意
識
と
交
通
マ

ナ
ー
の
向
上
に
努
め
る
た
め
に
、

年
齢
に
応
じ
た
交
通
安
全
教
育
を

推
進
し
、
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
と

交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け
、

安
全
で
住
み
よ
い
南
丹
市
を
目
指

す
と
し
て
い
ま
す
。

二
月
六
日
に
行
わ
れ
た
答
申
の

際
に
は
、
大
道
会
長
が
「
高
齢
化

に
よ
る
運
転
能
力
の
低
下
対
策
が

必
要
」
と
述
べ
ら
れ
、
佐
々
木
市

長
は
「
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
を

も
と
に
計
画
を
進
め
た
い
」
と
答

え
て
い
ま
し
た
。

一
月
二
十
五
日
、
南
丹
市
交
通

安
全
対
策
審
議
会
（
大
道
芳
夫
会

長
）
が
南
丹
市
役
所
で
開
か
れ
ま

し
た
。
審
議
会
で
は
南
丹
市
内
に

お
け
る
交
通
を
取
り
巻
く
環
境
の

変
化
や
交
通
状
況
を
踏
ま
え
、
平

成
十
八
年
度
か
ら
平
成
二
十
二
年

度
ま
で
の
長
期
的
な
施
策
の
大
綱

と
し
て
の
「
南
丹
市
交
通
安
全
計

画
」
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

計
画
で
は
、
市
民
を
交
通
事
故

の
脅
威
か
ら
守
り
、
平
成
二
十
二

年
ま
で
に
年
間
の
負
傷
者
数
を
百

五
十
人
以
下
と
す
る
こ
と
を
目
指

す
と
と
も
に
、
交
通
事
故
に
よ
る

死
者
数
を
ゼ
ロ
に
近
づ
け
る
こ
と

を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
身
近
な
生
活
道

路
を
始
め
と
し
て
人
優
先
の
道
路

交
通
環
境
整
備
の
強
化
を
図
り
、
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▲市の交通安全計画が審議されました

▲市民の安全を守るための計画が検討されました

▲市長に答申を行う大道会長（写真中央）

▲地元消防協力隊による初期消火訓練

文
化
財
を
火
災
か
ら
守
る

ー
文
化
財
防
火
デ
ー
ー

有
事
の
際
に
市
民
を
守
る

ー
南
丹
市
国
民
保
護
協
議
会
ー

地域の実情にあわせた計画を進める
ー南丹市交通安全対策審議会ー


